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令和６年度 

屋久島世界自然遺産地域等における森林生態系に関するモニタリング調査等計画    

 

【調査内容】 

１ 屋久島西部地域の垂直方向の植生モニタリング調査  

２ 湿原の植生状況等のモニタリング調査等 

３ 西部地域におけるヤクタネゴヨウ生育状況調査  

４ 著名木（岩戸杉）の樹勢診断 

５ 森林生態系における気候変動の影響のモニタリング調査  

 

【現地調査・データ収集箇所（緑色部・赤色部）】 

                                           

 

１ 屋久島西部地域の垂直方向の植生モニタリング調査 

屋久島西部地域の垂直方向の植生モニタリング調査を行い、調査結果を取りまとめる。また、今回

と過去４回(平成 16、21、26、令和元年度）の調査結果を比較・分析し、動態予測を行い評価する。  
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２ 湿原の植生状況等モニタリング調査等 

（１） 小花之江河における植生保護柵内外の植生モニタリング調査  

（２） 湿原における水の流入流出量及び気象モニタリング調査、地形調査、ハベマメシジミの生

息調査 

（３） 試行的保全対策箇所の土砂・枝条等の堆積状況のモニタリング調査 

（４） 令和５年度に保全対策として実施した侵食防止対策及び流水分散対策箇所のモニタリング

調査 

（５） 湿原保全対策に基づく保全対策実施計画書の作成  

 

３ 西部地域におけるヤクタネゴヨウ生育状況調査 

ヤクタネゴヨウは、樹高 30m 太さ 2m 以上にも達するマツ科マツ属の常緑高木で、鹿児島

県の種子島と屋久島にのみ自生し、環境省 RDB の絶滅危惧ⅠB 類（EN）に指定されている。 

ヤクタネゴヨウの保護・保全に必要な分布域及び生育地の環境等についての現状を明らか

にするため、生育状況調査を実施する。（平成 16 年から 5 年毎に実施） 

 

４ 著名木（岩戸杉）の樹勢診断 

令和６年度の調査対象木は平成４年に屋久杉自然館が「屋久杉巨樹・著名木調査」により作

成した「屋久杉巨樹・著名木一覧」（随時追記）に記載された著名木のうちの「14 岩戸杉」と

する。「岩戸杉」はハサ嶽国有林 80 林班の標高 1040m（ヤクスギランド内）に生育しており、

樹高、胸高周囲はそれぞれ 19.3m、6.2m である。 

衰退状況の把握や今後の保護対策等を検討することを目的とし、現地確認等を行い、樹木医に

よる地上部の衰退度判定、倒木等の危険度判定等を基に総合診断を実施する。 

 

 

 

５ 森林生態系における気候変動の影響のモニタリング調査 

気候変動による屋久島世界自然遺産地域への影響について、各機関のモニタリングデータの収

集、気象庁アメダスによる気候変動等のデータの収集・分析等を行い、動態予測及び脆弱性の評価

を実施する。 


